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５-２ 相手先台帳の管理 

「相手先台帳」画面では、新規相手先の登録、相手先の削除、各相手先の情報を編集することができます。 

相手先を登録するには、相手先台帳を有効にします。相手先台帳を有効にするには、167 ページの「自社設定」

をご覧ください。 

 

 

相手先台帳を開くには、メインメニューの［特別処理］

タブ内にある［相手先台帳］アイコンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 相手先の情報を新規に登録する 
 

相手先を新規に登録するには、操作ボタンの［新規行］

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［詳細］ボタンをクリックすると、「相手先の編集」画面

を表示します。 

 

相手先に関する情報を入力します。 

 

「相手先台帳」画面の新規行に直接入力することもでき

ます。入力後、相手先の詳細について入力するには、「相

手先の編集」画面で入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

［新規行]ボタンを 

クリック 

［相手先台帳]アイコンを 

クリック 
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項目 説明 

相手先コード 相手先コードを使用している場合に入力します。（空欄可） 

相手先コードは、最大 15 桁の半角英数字を入力できます。 

フリガナ 

相手先名 

相手先の名称を入力します。 

相手先名は、全角 50 文字まで入力できます。（全角 25 文字以内を推奨） 

［相手先名］欄に入力すると、自動的に［フリガナ］欄にフリガナを入力します。（空欄可） 

正しくフリガナを表示していない場合は手動で編集します。 

担当者 担当者名を入力します。（空欄可） 

郵便番号 相手先の郵便番号を入力します。（空欄可） 

郵便番号を入力すると、［住所 1］欄に該当する住所を自動的に入力します。 

住所 1 

住所 2 

相手先の住所を入力します。（空欄可） 

［住所 1］欄に住所を、［住所 2］欄に建物名等を登録すると便利です。 

電話番号 相手先の電話番号を入力します。（空欄可） 

FAX 番号 相手先の FAX 番号を入力します。（空欄可） 

相手先種別 相手先が仕入先か、出庫先かを選択します。 

クリックしてチェックを付けます。入庫・出庫ともある場合は、両方にチェックを付けます。チェックは付

けなくても構いません。 

取引中止 取引を中止した場合にクリックしてチェックを付けます。チェックを外すには再度、チェック欄をクリック

します。検索条件などで使用します。 

備考 相手先に関する備考を入力します。（空欄可） 

 

 

 相手先の情報を編集する 
 

相手先の情報を編集するには、編集する相手先の［詳細］

ボタンをクリックします。 

※「相手先台帳」画面で直接編集することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新規行を挿入する 
 

新規行を挿入するには、挿入する行の相手先をクリック

し、操作ボタンの［行挿入］ボタンをクリックします。 

選択した相手先の前の行に新規行を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［行挿入]ボタンを 

クリック 

［詳細］ボタンをクリック 
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 相手先を複製する 
 

相手先を複製するには、複製する相手先をクリックし、

操作ボタンの［行複製］ボタンをクリックします。 

選択した相手先の後の行に複製した行を挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 相手先の順番を入れ替える 
 

相手先の順番を変更するには、入れ替える相手先をク

リックし、操作ボタンの［行入替］ボタンをクリックし

ます。 

［▲］ボタンをクリックすると、上の行と入れ替えます。 

［▼］ボタンをクリックすると、下の行と入れ替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手先の並べ替えは、メニューバーでも可能です。並べ

替えるには「操作」タブから［並べ替え］をクリックし

て、並べ替える操作を選択します。 

メニューバーからの並べ替えは、相手先コード、相手先

名を昇順または降順に一括で並べ替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［行入替］ボタンを 

クリック 

［行複製］ボタンを 

クリック 
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 台帳から相手先を削除する 
 

登録した相手先を台帳から削除するには、削除する相手

先を選択して、操作ボタンの［行削除］ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認画面を表示します。 

 

削除する相手先を確認します。 

削除する場合は、［OK］ボタンをクリックします。 

削除しない場合は、［キャンセル］ボタンをクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［行削除］ボタンを 

クリック 

入出庫の履歴がある相手先は削除できません。入出庫履歴から対象の相手先をすべて削除してか

ら、相手先を削除してください。 
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５-３ 保管場所台帳の管理 

複数の保管場所を管理する場合に使用します。保管場所の新規登録、保管場所の削除、保管場所の編集ができま

す。保管場所を管理するには、保管場所台帳を有効にします。保管場所台帳を有効にするには、167 ページの

「自社設定」をご覧ください。 

 

保管場所台帳を開くには、メインメニューの［特別処理］

タブ内にある［保管場所台帳］アイコンをクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保管場所の情報を新規に登録する 
 

新規に保管場所を登録するには、操作ボタンの［新規行］

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［詳細］ボタンをクリックすると、「保管場所の編集」画

面を表示します。 

 

保管場所に関する情報を入力します。 

 

「保管場所台帳」画面の新規行に直接入力することもで

きます。入力後、保管場所の詳細について入力するには、

「保管場所の編集」画面で入力してください。 

 

 

 

 

 

 

［新規行]ボタンを 

クリック 

［保管場所台帳］アイコンを 

クリック 
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項目 説明 

保管場所コード 保管場所コードを使用している場合に入力します。（空欄可） 

保管場所コードは、最大 15 桁の半角英数字を入力できます。 

フリガナ 

保管場所名 

保管場所の名称を入力します。 

保管場所名は、全角 40 文字まで入力できます。（全角 20 文字以内を推奨） 

［保管場所名］欄に入力すると、自動的に［フリガナ］欄に入力されます。［フリガナ］欄は編集できます

ので、正しくフリガナが表示されていない場合は、手動で編集します。 

☆ 

（お気に入り） 

お気に入りに登録すると、検索する際にお気に入りだけを抽出することができます。 

よく使う保管場所に、お気に入り登録すると便利です。 

備考 保管場所に関する備考を入力します。（空欄可） 

 

 

 保管場所の情報を編集する 
 

保管場所の情報を編集するには、編集する保管場所の［詳

細］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

※「保管場所台帳」画面で直接編集することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 新規行を挿入する 
 

新規行を挿入するには、挿入する行の保管場所をクリッ

クし、操作ボタンの［行挿入］ボタンをクリックします。 

選択した保管場所の前の行に新規行を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［詳細］ボタンをクリック 

［行挿入]ボタンを 

クリック 



160 

 保管場所を複製する 
 

保管場所を複製するには、複製する保管場所をクリック

し、操作ボタンの［行複製］ボタンをクリックします。 

選択した保管場所の後の行に複製した行を挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保管場所の順番を入れ替える 
 

保管場所の順番を変更するには、入れ替える保管場所を

クリックし、操作ボタンの［行入替］ボタンをクリック

します。 

［▲］ボタンをクリックすると、上の行と入れ替えます。 

［▼］ボタンをクリックすると、下の行と入れ替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管場所の並べ替えは、メニューバーでも可能です。並

べ替えるには「操作」タブから［並べ替え］をクリック

して、並べ替える操作を選択します。 

メニューバーからの並べ替えは、保管場所コード、保管

場所名を昇順または降順に一括で並べ替えます。 

 

 

 台帳から保管場所を削除する 
 

登録した保管場所を台帳から削除するには、削除する保

管場所をクリックし、操作ボタンの［行削除］ボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［行複製］ボタンを 

クリック 

［行入替］ボタンを 

クリック 

［行削除］ボタンを 

クリック 
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確認画面を表示します。 

削除する保管場所を確認します。 

削除する場合は、［OK］ボタンをクリックします。 

削除しない場合は、［キャンセル］ボタンをクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 在庫がある保管場所を強制削除する 
 

在庫数のある保管場所を強制削除できます。 

一度、保管場所の強制削除を行うと、もとに戻せません。

強制削除を行う場合は、十分に確認をしてから行ってくだ

さい。 

保管場所を強制削除するには、メニューバーから［操作］

－［保管場所の強制削除］を選択すると、「保管場所の強

制削除」画面を表示します。 

 

 

 

「保管場所の強制削除」画面では、強制削除する保管場所

を［強制削除する保管場所］欄から選択し、［移行先保管

場所］欄から移行する保管場所を選択します。 

 

強制削除する保管場所の入出庫履歴は、すべて移行先の保

管場所に移行します。 

 

［強制削除］ボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

「確認」画面を表示します。 

保管場所を強制削除する場合は、［はい］ボタンをクリッ

クします。 

 

※一度、保管場所の強制削除を行うと、もとに戻せません。

強制削除を行う際は、十分に確認をしてから行ってくだ

さい。 
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５-４ タグの管理 

「タグ一覧」画面で、新規のタグの追加、登録したタグのタグ名の編集や削除などができます。タグを使用する

には、タグ機能を有効にします。タグ機能を有効にするには、167 ページの「自社設定」をご覧ください。 

 

 

タグの一覧を開くには、メインメニューの［特別処理］

タブ内にある［タグ一覧］アイコンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タグを新規に登録する 
 

新規にタグを登録するには、操作ボタンの［新規行］ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規行にカーソルが移動するので、新規に登録するタグ

名を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［新規行]ボタンを 

クリック 

［タグ一覧］アイコンを 

クリック 
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 新規行を挿入する 
 

新規行を挿入するには、挿入する行のタグをクリックし、

操作ボタンの［行挿入］ボタンをクリックします。 

選択したタグの前の行に新規行を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タグを複製する 
 

タグを複製するには、複製するタグをクリックし、操作

ボタンの［行複製］ボタンをクリックします。 

選択したタグの後の行に複製した行を挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タグの順番を入れ替える 
 

タグの順番を変更するには、入れ替えるタグをクリック

し、操作ボタンの［行入替］ボタンをクリックします。 

［▲］ボタンをクリックすると、上の行と入れ替えます。 

［▼］ボタンをクリックすると、下の行と入れ替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［行挿入]ボタンを 

クリック 

［行複製］ボタンを 

クリック 

［行入替］ボタンを 

クリック 



164 

 一覧からタグを削除する 
 

登録したタグを削除するには、削除するタグをクリック

し、操作ボタンの［行削除］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認画面を表示します。 

削除するタグを確認します。 

削除する場合は、［OK］ボタンをクリックします。 

削除しない場合は、［キャンセル］ボタンをクリックしま

す。 

 

タグの削除を行うと、タグを設定した全商品からタグの

設定を解除します。 

 

 

 

 

 

※タグが商品に使用されている場合でも、タグの削除が

できます。タグを削除するともとに戻せません。削除

を行う際は、十分に確認をしてから行ってください。

（画面に、削除するタグを使用している商品の件数を

表示します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［行削除］ボタンを 

クリック 
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６-１ 「設定」画面の操作 

本製品は、「設定」画面において入力画面の動作や印刷方法など、さまざまな設定を細かく指定できます。また

データファイルのバックアップや復元などのメンテナンスを行う機能などがあります。必要に応じて下記の設定

機能を使用して操作してください。 

 

 

「設定」画面を開くには、メインメニューの［設定］アイ

コンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「設定」画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに左側のリストから、設定項目を選択します。 

設定項目を選択すると、右の設定内容が切り替わります。 

設定内容を指定します。左側のリスト

で選択した設定項目に応じて、内容が

切り替わります。 

右の各設定内容にマウスのカーソルを

移動すると、設定内容の説明を表示し

ます。設定内容を指定する際の参考

にできます。 

最後に［OK]ボタンをクリックすると、設

定内容を反映します。 

［キャンセル]ボタンをクリックすると、設

定内容を反映せずにメインメニューに

戻ります。 

［設定]アイコンを 

クリック 

 



167 

６-２ 自社設定 

 

「自社設定」では、自社名や使用する機能の有効・無効

の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

自社情報 自社名や備考を設定します。 

ここで登録した名称が、画面や伝票に表示・印刷されます。 

［備考］ボタンをクリックして備考を設定すると、データファイルの切り替え操作時に表示されます。

例えばデータファイルの分離を行った日付など、データファイルの判別に役立つ情報を入力して

おくと便利です。 

機能 ［タグ機能を有効にする］にチェックを付けると、商品にタグ付けができるようになります。 

［メニューに「導入」を表示する］にチェックを付けると、メインメニューに［導入］タブを表示します。 

［金額管理を有効にする］にチェックを付けると、在庫金額（棚卸資産）の管理や仕入時の単価の

管理ができます。（最終仕入原価法） 

［保管場所台帳を有効にする］にチェックを付けると、商品を保管場所ごとに管理ができます。 

［相手先台帳を有効にする］にチェックを付けると、相手先の設定ができます。 

［発注計画管理を有効にする］にチェックを付けると、発注計画書の作成などの発注管理ができ

ます。発注管理の有効および無効は、［相手先台帳を有効にする］にチェックが付いている場合

のみ設定できます。 

［ロット管理を有効にする］にチェックを付けると、ロット管理が有効になり、商品をロットで管理でき

ます。 

［既定のロット名番号］欄は、［ロット管理を有効にする］にチェックを付けると、入力できるようになり

ます。商品でロットの指定が無い場合に、［既定のロット名番号］欄に入力した文字が自動で入力

します。初期設定は「指定なし」です。 

 

 

 



168 

６-３ データファイル 

 

「データファイル」では、現在使用中のデータファイル

の場所の表示や、新規データファイルの作成、データファ

イルの切り替え、バックアップと復元、データ出力など

の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

データファイル ［フォルダー名］には、現在使用しているデータファイルが存在するフォルダー名を表示します。 

［ファイル名］には、現在使用しているデータファイル名を表示します。全てのデータはこのファイル

に随時自動的に保存します。別のデータファイルを開くには、［データファイルの切替］を選択しま

す。 

［対象期間］には、現在使用しているデータファイルの対象期間を表示します。この期間内の日付

の入出庫履歴や伝票を、入力・処理します。（「過去の古いデータを分離」の処理をした場合、対

象期間は変更できません。） 

データファイル変更 ［新規のデータファイルを作成］では、新規にデータファイルを作成します。他の事業所などの在

庫管理を行う場合は、新しくデータファイルを作成します。 

［データファイルの切替］では、分離した過去の古いデータファイルや他のデータファイルを開きま

す。 

データファイル 

   バックアップ 

［データファイルのバックアップ］では、デスクトップなどに現在使用しているデータファイルをバック

アップします。詳しくは、39 ページの「データファイルのバックアップを行う」をご覧ください。 

［バックアップファイルの復元］では、バックアップしたデータファイルを復元して使用できる状態に

します。詳しくは、37 ページの「バックアップの復元」をご覧ください。 

データファイル操作 ［データ取込（インポート）］では、商品台帳や相手先台帳などを別の CSV ファイルで管理している

場合に、それらの内容を「在庫らくだプロ７.5」の商品台帳や相手先台帳などに取り込みます。イン

ポートについては、180 ページの「台帳と入出庫履歴を取り込む（インポート）」をご覧ください。 

［データ出力（エクスポート）］では、入力した各種の台帳を外部ファイルに出力し、表計算ソフトな

ど他のアプリケーションで扱えるようにします。エクスポートについては、187 ページの「データを別

ファイルに出力する（エクスポート）」をご覧ください。 

[過去の古いデータを分離]では、指定した日付以前の過去の古い入出庫データを別のファイルに

分離します。入出庫件数が極端に多く、動作が遅くなってきた場合などに実行します。分離した

データをもとに戻すことはできませんので、十分に注意して操作を行ってください。詳しくは、169

ページの「過去の古いデータを分離する」をご覧ください。 
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 過去の古いデータを分離する 
入出庫件数が極端に多くなり動作が遅くなってきた場合などに、入力されている入出庫履歴を別ファイルに分離

できます。 

データの分離を行う日付以前の入出庫履歴にもとづく在庫数は、分離日付の「期首入庫」として登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの分離を行うには、「設定」画面の［データファイ

ル］内にある［過去の古いデータを分離]ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「データ分離」画面が表示されます。 

分離を行う基点となる日付を、[分離日付：]欄に入力しま

す。この際、過去 2 年以内のデータは分離しないように

お勧めいたします。 

 

 

 

データ分離を実行するには、[実行]ボタンをクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

確認メッセージが 3 回表示されますので、十分注意して

行ってください。1 度データの分離を行うと、もとに戻

すことはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

[過去の古いデータを分離] 

ボタンをクリック 

データ分離を行うとデータをもとに戻すことはできません。分離を行う前に必ずデータのバックアップを

行ってください。データのバックアップ方法については、39ページの「データファイルのバックアップを行

う」をご覧ください。 
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データの分離を実行するには、[OK]ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 回目に表示される確認画面で[OK]ボタンをクリックす

ると、データ分離を実行します。 

 

 

 

 

 

 

分離したデータを参照したい場合は、データの切り替えを行う必要があります。 

データの切り替えについては、38 ページの「データファイルを切り替える」をご覧ください。 
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６-４ パスワード 

 

「パスワード」では、データファイルにパスワードを指

定して、パスワードを知っている人以外はデータを使用

できないようにします。 

 

パスワードを設定すると、次回データファイルを開く際

に、パスワードの入力画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、パスワードを忘れると、データファイルを開くことができません。パスワードの取り扱いには十分ご注意

ください。 

 

項目 説明 

今までのパスワード パスワードを変更するために、現在設定されているパスワードを入力します。正しいパス

ワードが入力されると、[新しいパスワード]欄が入力可能になります。（入力したパスワード

は、安全のため「*」で表示されます） 

新しいパスワード 新しくデータファイルパスワードを設定します。パスワードを解除する場合は、空欄にしてお

きます。（入力したパスワードは安全のため「*」で表示されます） 

新しくパスワードを設定するには、この欄にパスワードを入力します。パスワードは A～Z,0～

9 までの半角英数字のみ使用できます。 

パスワードの確認 新しいデータファイルパスワードを、確認のためもう一度入力します。パスワードを解除する

場合は、空欄にしておきます。（入力したパスワードは、安全のため「*」で表示されます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスワードの 

入力画面 

パスワードを設定すると、次回本製品を起動する際に、パスワードの入力画面が表示されます。 
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６-５ 在庫切れ警告 

 

「在庫切れ警告」では、出庫の際に、在庫が無くなった

場合や、発注点以下の在庫数になった場合に警告を表示

する設定ができます。 

 

保管場所台帳を有効にしている場合は、在庫切れの警告

の対象を保管場所ごとに指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

在庫切れ警告 「出庫時に在庫が無くなった場合に警告を表示する」にチェックを付けると、在庫が無くなった場合に

警告を表示します。 

「出庫時に在庫数が発注点以下になった場合に警告を表示する」にチェックを付けると、在庫が発

注点以下になった場合に警告を表示します。 

保管場所別管理 

（上級者向け） 

保管場所ごとに在庫切れ警告の対象にするか設定します。対象とする保管場

所にチェックを付けます。 

［全て警告対象］ボタンをクリックすると、すべての保管場所にチェックが付きま

す。 

［★のみ警告対象］ボタンをクリックすると、お気に入りに登録した保管場所の

み、チェックが付きます。保管場所のお気に入り登録については、158 ページの

「保管場所台帳の管理」をご覧ください。 

［★以外警告対象］ボタンをクリックすると、お気に入りに登録した保管場所以

外の保管場所に、チェックが付きます。保管場所のお気に入り登録について

は、158 ページの「保管場所台帳の管理」をご覧ください。 
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６-６ 入力設定・随時マスタ登録 

 入力設定 
 

「入力設定」では、在庫確認画面などの画面に表示する

小数点の桁数と、小数点の端数処理の設定ができます。 

 

小数点は、単価、金額、数量で表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

小数点桁数 小数点以下の桁数を選択します。「小数点なし」、「1 桁」、「2 桁」から選択します。 

小数点端数処理 小数点の端数処理方法を選択します。「四捨五入」、「切り上げ」、「切り捨て」から選択します。 

台帳並び順 台帳での商品の並び順を選択します。 

並び順を「任意」以外に設定すると、「取扱を中止した商品は下に並べる」にチェックが付けられ

ます。チェックを付けると、商品台帳で取り扱いを中止にした商品は、一覧の最後に表示します。 

 

 

 

 随時マスタ登録 
 

「随時マスタ登録」では、台帳ごとに随時マスタ登録機

能の使用を設定します。 

「禁止」を選択すると、台帳に登録が無い新しい商品等

の名称を入力しても、随時マスタ登録機能を使用せず、

台帳へ登録しません。 

表示される項目は、設定によって変わります。 
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６-７ 全般設定 

 

「全般設定」では、メインメニューに表示される「お知

らせ機能」などの設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

メインメニュー ［「お知らせ機能」を使用する］にチェックを付けると、メインメニューに「お知らせ機能」を表示し

ます。インターネットに接続している場合、「BSL からのお知らせ」や最新の「よくある質問」を表

示します。「BSL からのお知らせ」には、重要な情報や便利な情報、お得な情報などを表示し

ます。「お知らせ機能」を表示する状態でご利用になることをお勧めします。 

検索設定 ［一覧で検索条件を変更するときに、選択状態を保持する］にチェックを付けると、選択状態を

保持します。 

［上記の設定に対して毎回メッセージを表示する］にチェックを付けると、設定条件を保持の選

択を行う確認画面を表示します。 

一覧設定 ［各種一覧画面で商品ごとにグループ化して罫線を表示する］にチェックを付けると、集計表

画面などで、同じ商品・商品分類などの集計をグループ化して表示します。 

 

 ＜グループ表示＞ ＜1 行表示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［明細行のどこをクリックしても選択欄のチェックを変更

できるようにする］にチェックを付けると、明細行のどの

場所をクリックしても商品の選択ができるようになりま

す。チェックを外すと、［選択］欄をクリックして選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

「お知らせ機能」 

明細行のどの場所を 

クリックしても選択可能 
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６-８ 印刷設定・印刷調整・その他の設定 

 印刷設定 
 

「印刷設定」では、各種一覧表、各種集計・各種台帳の

印刷で印字する項目の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

印刷設定 ［ページ番号を印刷する］にチェックを付けると、印刷時に自動でページ番号を印刷します。総

ページ数が 1 ページの場合に、ページ番号を印刷しない場合は、［総ページ数が 1 頁の場合

には印刷しない］にチェックを付けます。 

［今日の日付を印刷する］にチェックを付けると、印刷時にコンピューターに設定している日付

を自動で印字します。 

 

 

 

 

 印刷調整 
 

「印刷調整」では、印刷の位置調整や Access 互換モー

ドでの印刷に関する設定を行います。 

 

この設定画面の項目は、同じコンピューターを使用して

いる他のユーザーと共通の設定になります。一人のユー

ザーが設定を変更すると、他のユーザーの設定も変更さ

れます。 
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項目 説明 

印刷調整 ［印刷位置の一括調整］ボタンをクリックすると、印刷余白を一括して自動調整します。 

［印刷位置をすべて元に戻す］ボタンをクリックすると、これまで設定していた各種用紙の印

刷余白の設定をすべて製品の出荷時点に戻します。 

［「通常使うプリンター」の設定変更に従います］にチェックを付けると、Windows の「通常使う

プリンター」が変更された場合、変更前のプリンターで設定した印刷設定をすべて消去しま

す。（次に印刷を行う際は、変更後の「通常使うプリンター」を選択した状態になります） 

［Access 互換モードで印刷を行います］にチェックを付けると、プリンタードライバーの障害な

どによって正常に印刷が行えない場合に、Microsoft Access 互換の印刷モードを使用して

印刷を行います。ただし、このモードを有効にすると余白設定などの一部の機能は使用でき

ません。 

 

 

 

 その他の設定 
 

「その他の設定」では、起動と終了時の設定を行います。 

 

この設定画面の項目は、同じコンピューターを使用して

いる他のユーザーと共通の設定になります。一人のユー

ザーが設定を変更すると、他のユーザーの設定も変更し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

起動と終了時の設定 ［起動時にデータファイルの選択画面を毎回表示する］にチェックを付けると、起動時にデー

タファイルの選択画面を表示し、使用するデータファイルを指定して起動できます。 

［終了時にバックアップ処理の確認メッセージを表示する］にチェックを付けると、終了時に

バックアップ処理を行うかどうかメッセージを表示します。作業終了時に毎回 USB メモリなど

にバックアップを行うことで、データの安全性が向上します。 

ショートカットキーの設定 「入力補助キー」や「繰り返し入力キー」に割り当てるキーを変更できます。 

電卓設定 電卓の既定の消費税率を設定できます。 
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６-９ データ保守 

 データ保守 
 

「データ保守」では、データファイルのバックアップや

自動バックアップ機能などの設定を行います。 

 

この設定画面の項目は、同じコンピューターを使用して

いる他のユーザーと共通の設定になります。一人のユー

ザーが設定を変更すると、他のユーザーの設定も変更し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

自動バックアップ ［データファイルを開く前に自動的にバックアップする］にチェックを付けると、起動時やデータ

ファイルの切り替え時、データファイルを開く前に自動的にバックアップを行います。コンピュー

ターのトラブルや急な電源断などによりデータファイルが破損してしまった場合に、直前のデー

タに復元することができます。 

［頻度］では自動バックアップを行う頻度を選択し、［保存回数］では自動バックアップしたファ

イルを保存する回数を選択します。 

修復と最適化 ［データファイルを開く前に自動的に修復と最適化をする］にチェックを付けると、データファイ

ルを開く前にデータの修復と最適化を行います。コンピューターのトラブルや急な電源断などに

よりデータファイルを破損した場合に、データの修復を試みます。通常はチェックを付けたまま

にします。 

［終了時に自動的に修復と最適化をする］にチェックを付けると、作業用の一時領域や作業領

域を削除し、終了時にデータベースの修復と最適化を行います。通常はチェックを付けたまま

にします。（最適化とは作業用に使用したハードディスクの領域を増やして、空き容量を増やす

作業です） 

フォルダー設定 データファイルの保存場所やバックアップの場所の既定のフォルダーを指定します。通常は変

更しないでください。 

［変更］ボタンをクリックすると、保存先やバックアップ先のフォルダーを指定できます。データ

ファイルをクラウドストレージ上に保存する場合は、［データフォルダー］の右にある［変更］ボタ

ンをクリックして、保存先を選択してください。 

［戻す］ボタンをクリックすると、初期値に戻ります。 
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６-１０ 登録・サポート 

 

「登録・サポート」では、各種のユーザーサポートのた

めの機能の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

ユーザー登録 ［ユーザー登録ウィザード］ボタンをクリックすると、ユーザー登録ウィザードを起動して、ユー

ザー登録及びユーザー登録情報の変更ができます。 

サポート問い合わせ ［サポート問い合わせウィザード］ボタンをクリックすると、ブラウザーを使用して BSL のユーザー

サポートウェブサイトを開き、サポートセンターへの問い合わせができます。 

サプライ ［BSL 製品・サプライ用品購入］ボタンをクリックすると、ブラウザーを使用して BSL 製品・サプラ

イ用品などの購入ウェブサイトを開き、他の BSL 製品やサプライ用紙の購入などができます。 
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７章 
インポート・エクスポート 

 

 

７-１ 台帳と入出庫履歴を取り込む（インポート）          180 

７-２ データを別ファイルに出力する（エクスポート）        187 

７-３ 台帳のインポートファイル仕様               189 

 

■付録 

８-１ サポートサービスを利用する                192 

８-２ 索引                           194 
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７-１ 台帳と入出庫履歴を取り込む（インポート） 

本製品は、CSV 形式で作成された台帳（相手先台帳・商品分類台帳・商品台帳・ロット台帳・保管場所台帳）

や、入出庫履歴のファイルを、取り込むこと（インポート）ができます。いままで、他のソフトウェアや表計算

ソフトなどで作成していた資産（データ）を活用できます。外部データとしてインポート可能なのは、CSV 形

式のファイルのみです。CSV 形式のファイルの仕様は 189 ページをご覧ください。 

 

 

外部データをインポートするには、「設定」画面の「デー

タファイル」内にある[データ取込（インポート）]ボタン

をクリックします。 

データファイルのバックアップを行う確認画面を表示し

ます。バックアップを行う場合は、［はい］ボタンをクリッ

クしてしてください。 

 

※外部データのインポートは、メインメニューの[導入]

タブ内にある[インポート]アイコンからも行えます。 

 

 

 

 

 

 

 取り込む台帳の選択 ①
 

取り込む台帳を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

以下の部分では、相手先台帳の取り込みを例に手順を説

明します。 

※自社の設定によって取り込む台帳の表示は変わります。 

 

 

 

 

［テンプレート出力］ボタンをクリックすると、テンプ

レート（ひな形）ファイルをデスクトップに出力します。

詳しくは、185 ページをご覧ください。 

 

 

 取り込むファイルの選択 ②
 

［指定］ボタンをクリックし、インポートする台帳のCSV

ファイルを指定します。 

 

 

 

 

 

 

指定後、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

［指定]ボタンをクリックして 

ファイルを指定 

[データ取込（インポート）] 

ボタンをクリック 

台帳を選択 
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 項目の割り付け ③
 

台帳の CSV ファイルをインポートする際に、取り込み元

（CSV ファイル側）の項目（列）を、取り込み先（「在

庫らくだプロ７.5」側）のどの項目に割り付けるかを選択

します。 

 

「割り付け列名」には、CSV ファイルの 1 行目のデータ

を表示します。そのため、インポートする CSV ファイル

の 1 行目は、「割り付け列名」に表示した際にわかりやす

い項目名にします。なお、1 行目はデータとして取り込

みません。 

 

割り付けが完了したら、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

必須 取り込む際に必要な項目です。必須項目には「※」を表示します。 

必須項目は変更できません。 

重複不可 取り込む際に重複できない項目です。重複不可の項目には「※」を表示します。 

重複不可の項目は変更できません。 

取り込み先項目 取り込み先（「在庫らくだプロ 7.5」側）の項目名です。 

割り付け列名 取り込み元（CSV ファイル側）の 1 行目の項目名を表示します。 

右の［▼］ボタンをクリックすると、対応する項目を任意に変更できます。 

割り付けデータ 「割り付け列名」内の実際のデータを表示します。 

対応する取り込み先項目を選択する際の目安になります。 

参照レコード CSV ファイルに含まれるデータの数と、現在「割り付けデータ」に表示しているデータの番号

を表示します。左右の矢印（［←］［→］）ボタンをクリックすると、前後のデータに移動します。 

未割り付け列数 取り込み先（「在庫らくだプロ 7.5」側）への割り付けが完了していない列の数を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［次へ]ボタンをクリックすると、インポートを行うための内部処理が始まります。インポート件数によって

は、次の画面を表示するまで時間がかかる場合があります。 

入出庫帳をインポートすると、相手先、商品などが各台帳に自動的に登録されます。 

インポート後に、台帳機能で登録内容を確認してください。 
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 重複データの取扱方法の選択 ④
 

初めて新規データファイルに台帳を取り込む場合は、「す

べての行を取り込む。」を選択します。重複データの取り

扱いについては、183 ページをご覧ください。 

 

［次へ］ボタンをクリックします。 

 

※ここでは、相手先台帳へのインポートを例に記載して

います。相手先台帳のインポートでは、重複チェック

を行う項目は「相手先コード」と「相手先名」です。 

 

 

例えば、左の画面にあるように割り付け設定をする

と、CSV ファイル側の「得意先コード」に含まれる

データが、「在庫らくだプロ 7.5」側に「相手先コード」

として取り込みます。 

 

これは正常に割り付け設定されている例です。 

○ 

「相手先コード」に「得意先コード」が割り付けられるので、正しい。 

× 

「相手先コード」に「会社名」が割り付けられるので、間違い。 

例えば、左の画面にあるように割り付けを設定する

と、CSV ファイル側の「会社名」に含まれるデータ

が、「在庫らくだプロ 7.5」側に「相手先コード」としてイ

ンポートします。 

 

本来は「相手先名」として CSV ファイル側の「会社

名」をインポートするべきですが、この例では、正常

に割り付けを設定していません。 

項目の割り付け例 

 

 



183 

 重複データの取り扱い例 
台帳を取り込む場合は、コード（相手先コード、商品コードなど）と、名称（相手先名、商品名など）の２つの

項目で重複チェックを行います。コードが異なる場合は、名称の重複は許可されます。ただし、いかなる場合で

もコードの重複は許可されません。コードが空欄かつ名称が同じ行を複数登録はできません。 

すべての行を取り込む 

ただし、上記の項目が重

複する行は、取り込まな

い。 

CSV ファイルに含まれるすべての行を取り込みますが、重複している行は取り込みません。 

インポートする前のデータ インポートする「CSV」データ インポートした後のデータ 

001 

002 

003 

空欄 

○○文具 

かるがる堂 

らくだ販売 

らくだ販売 

001 

002 

 

 

004 

005 

空欄 

空欄 

○○文具 

△△書店 

 

 

らくだ販売 

スーパー□□ 

らくだ販売 

らくだ事務機 

001 

002 

003 

空欄 

004 

005 

 

空欄 

○○文具 

かるがる堂 

らくだ販売 

らくだ販売 

らくだ販売 

スーパー□□ 

 

らくだ事務機 

ただし、上記の項目が重

複する行は、上書き取

込する。 

CSV ファイルに含まれるすべての行を取り込みますが、重複している行は上書きして取り込み

ます。 

インポートする前のデータ インポートする「CSV」データ インポートした後のデータ 

001 

002 

003 

空欄 

○○文具 

かるがる堂 

らくだ販売 

らくだ販売 

001 

002 

 

 

004 

005 

空欄 

空欄 

○○文具 

△△書店  

 

 

らくだ販売 

スーパー□□ 

らくだ販売 

らくだ事務機 

001 

002 

003 

 

004 

005 

空欄 

空欄 

○○文具（※） 

かるがる堂 

らくだ販売 

 

らくだ販売 

スーパー□□ 

らくだ販売（※） 

らくだ事務機 

※：重複不可チェック項目以外のその他の項目が、CSV のデータで上書きされます。 

上記の項目が重複する行のみ、上書き取り込みする。 

CSV ファイルに含まれる行のうち、重複している行だけを上書きして取り込みます。 

インポートする前のデータ インポートする「CSV」データ インポートした後のデータ 

001 

002 

003 

空欄 

○○文具 

かるがる堂 

らくだ販売 

らくだ販売 

001 

002 

 

 

004 

005 

空欄 

空欄 

○○文具 

△△書店 

 

 

らくだ販売 

スーパー□□ 

らくだ販売 

らくだ事務機 

001 

002 

003 

 

 

 

空欄 

○○文具（※） 

かるがる堂 

らくだ販売 

 

 

 

らくだ販売（※） 

※：重複不可チェック項目以外のその他の項目が、CSV のデータで上書きされます。 

 

 取り込み設定の確認 ⑤
 

取り込む内容が正しいことを確認し、［実行］ボタンをク

リックすると取り込みを開始します。 

 

取り込み実行中に［途中終了］ボタンをクリックすると、

取り込みを終了しますが、その時点までのデータは取り込

まれます。 

 

［設定保存］ボタンをクリックすると、現在のインポート

設定を保存します。詳しくは、185 ページをご覧くださ

い。 
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 取り込みの完了 ⑥
 

「インポートの完了」画面を表示すると、取り込みは完

了です。 

 

［ログ出力］ボタンをクリックすると、取り込んだ CSV

ファイルと同じ場所に、取り込みのログを CSV 形式で出

力します。 

取り込みのログで状況の確認や、取り込みに失敗した

データの確認などができます。 

 

 

 

 

 

 

 インポートに失敗した場合 
 

取り込むファイルが正しくないために、取り込みに失敗し

たデータがあった場合に、「～のため、取り込めませんで

した。」と表示します。 

 

［ログ出力］ボタンをクリックすると、エラーログファイ

ルをデスクトップに作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

エラーログファイルを開いて確認してください。 

必要がある場合は取り込むファイルの修正を行ってから、再度、台帳の取り込みを行っ

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ログ出力]ボタンをクリック 
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 テンプレートファイル（ひな形）の出力 
台帳を取り込む際に、本製品の仕様に合わせた CSV 形式のテンプレートファイルの出力ができます。CSV 形式

とは、項目をカンマ(「,」)で区切ったテキストファイルのことです。 

出力したテンプレートファイルを表計算ソフトで編集し、取り込むためのファイルを作成する際に使用してくだ

さい。 

 

 

取り込む台帳の選択画面で、テンプレートファイルを出力

する台帳を選択します。 

 

 

 

 

［テンプレート出力］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

デスクトップに選択した台帳のテンプレートファイルを出力します。 

テンプレートファイルを、表計算ソフトなどで編集して、台帳の取り込みを行ってくださ

い。 

 

 

 

 

 インポート設定を保存する 
取り込む CSV ファイルや項目の割り付けの設定は、保存することができます。設定を保存することで、次回の

インポートで設定を読み込むと、保存した設定でインポートができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定を保存するには、「インポート設定の確認」画面で［設

定保存］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレートを出力する 

台帳を選択 

インポート設定を保存する場合は、以下の点に注意してください。 

・取り込む CSV ファイルのファイル名を変更しない 

・CSV ファイル内の項目名を変更しない 

 

［テンプレート出力]ボタンを 

クリック 

 

［設定保存]ボタンを 

クリック 
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「確認」画面を表示します。 

設定を保存する場合は、［はい］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 保存したインポート設定を読み込んでインポートを行う 
 

次回のインポートを行う際に、保存したインポート設定

を読み込む「確認」画面を表示します。 

 

保存した設定を読み込む場合は、［はい］ボタンをクリッ

クします。 

新たに設定し直す場合は、［いいえ］ボタンをクリックし

ます。 
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７-２ データを別ファイルに出力する（エクスポート） 

本製品は、入力されている各種台帳や入出庫帳データを外部ファイルにエクスポート（データ出力）することが

できます。エクスポートしたファイルを、表計算ソフトなどで活用できます。 

 

 

登録されている台帳を、外部ファイルに出力するには、

「設定」画面の「データファイル」内にある、［データ出

力（エクスポート）］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 台帳の選択 ①
 

エクスポートする台帳の種類を選択します。 

エクスポートする台帳の種類をクリックし、［次へ］ボタ

ンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台帳の種類 説明 

相手先台帳 登録されている相手先台帳をエクスポートします。 

相手先台帳が有効の場合に表示します。 

商品分類台帳 登録されている商品分類台帳をエクスポートします。 

商品台帳 登録されている商品台帳をエクスポートします。［次へ］ボタンをクリックすると、取り扱いを中止

した商品も含めてエクスポートするか選択できます。 

ロット台帳 ロット管理が有効の場合に、登録されているロット台帳をエクスポートします。 

［次へ］ボタンをクリックすると、取り扱いを中止した商品も含めてエクスポートするか選択できま

す。 

保管場所台帳 保管場所台帳が有効の場合に、保管場所台帳をエクスポートします。 

入出庫帳 入出庫帳をエクスポートします。 

［次へ］ボタンをクリックすると、特定の期間を指定してエクスポートするか設定できます。 

 

 

 

 

［データ出力（エクスポート）] 

ボタンをクリック 

［次へ]ボタンをクリック 

エクスポートする台帳の 

種類を選択 



188 

 

 エクスポート先の選択 ②
 

エクスポート先のフォルダーと、出力形式（XLS・CSV・

TXT）の選択を行います。必要に応じてファイル名を変

更してください。選択が終わったら、［実行］ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エクスポートの完了 ③
 

正しくエクスポートが完了すると、「エクスポートの完了」

画面を表示します。 

 

手順②で指定した場所にファイルを出力します。 

 

これでエクスポートの完了です。 

 

※エクスポートは「在庫確認」画面などのメニューバー

からでもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

［実行]ボタンをクリック 

エクスポートするファイルの出力

先・ファイル名・出力形式を選択 

エクスポート先は、通常デスクトップに設定されています。エクスポート先を変更するには、右側の［変

更]ボタンをクリックして指定できます。 
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７-３ 台帳のインポートファイル仕様 

本製品は、以下の各項目を外部ファイルからインポートすることができます。 

インポートファイルの項目の並び順やインポート項目名を同一にする必要はありませんが、データ書式（データ

型・文字数）を合わせておく必要があります。 

「必須項目」となっている項目名は、インポートするデータに必ず作成してください。 

「重複不可」となっている項目名が、インポートするデータ内で重複している場合、インポート時に重複データ

の設定を変更する必要があります。（183 ページをご覧ください。） 

 

 相手先台帳インポート仕様 
順番 項目名 データ型 制限桁数 備考 

1 相手先コード 文字型 15 文字 重複不可 

2 相手先名カナ 文字型 100 文字  

3 相手先名 文字型 50 文字 必須項目 

4 担当者 文字型 50 文字  

5 郵便番号 文字型 10 文字  

6 住所 1 文字型 50 文字  

7 住所 2 文字型 50 文字  

8 電話番号 文字型 50 文字  

9 FAX 番号 文字型 50 文字  

10 備考 文字型 50 文字  

11 仕入先 YES/NO 型 － 
該当する：「-1/1/Yes/True/○」のいずれか 

該当しない：「0/No/False/×」のいずれか 

12 出庫先 YES/NO 型 － 
該当する：「-1/1/Yes/True/○」のいずれか 

該当しない：「0/No/False/×」のいずれか 

13 取引中止 YES/NO 型 － 
対象：「-1/1/Yes/True/○」のいずれか 

対象外：「0/No/False/×」のいずれか 

 

 

 商品分類台帳インポート仕様 
順番 項目名 データ型 制限桁数 備考 

1 商品分類コード 文字型 15 文字 重複不可 

2 商品分類名 文字型 50 文字 必須項目 

 

 

 商品台帳インポート仕様 
順番 項目名 データ型 制限桁数 備考 

1 商品コード 文字型 20 文字 重複不可、バーコード印刷時は 5～15 文字を推奨 

2 商品名 文字型 50 文字 必須項目 

3 商品分類コード 文字型 15 文字  

4 商品分類名 文字型 50 文字  

5 単位 文字型 7 文字  

6 相手先コード 文字型 15 文字  

7 相手先名 文字型 50 文字  

8 発注量 数値型 9 桁 整数 7 桁＋小数 2 桁～整数 9 桁 
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順番 項目名 データ型 制限桁数 備考 

9 発注点 数値型 9 桁 整数 7 桁＋小数 2 桁～整数 9 桁 

10 JAN コード 文字型 13 文字  

11 リードタイム 数値型 10 文字  

12 取扱中止日 日付型 － 例）2016/06/16 

13 棚卸対象 YES/NO 型 － 
対象：「-1/1/Yes/True/○」のいずれか 

対象外：「0/No/False/×」のいずれか 

14 備考 文字型 50 文字  

 

 ロット台帳インポート仕様 
順番 項目名 データ型 制限桁数 備考 

1 商品コード 文字型 20 文字 バーコード印刷時は 5～15 文字を推奨 

2 商品名 文字型 50 文字  

3 ロット番号 文字型 30 文字 必須項目、重複不可 

4 取扱中止日 日付型 － 例）2016/06/16 

5 棚卸対象 YES/NO 型 － 
対象：「-1/1/Yes/True/○」のいずれか 

対象外：「0/No/False/×」のいずれか 

6 備考 文字型 50 文字  

 

 保管場所台帳インポート仕様 
順番 項目名 データ型 制限桁数 備考 

1 保管場所コード 文字型 20 文字 重複不可 

2 保管場所名 文字型 50 文字 必須項目 

3 保管場所名カナ 文字型 100 文字  

4 お気に入り YES/NO 型 － 
該当する：「-1/1/Yes/True/○」のいずれか 

該当しない：「0/No/False/×」のいずれか 

5 備考 文字型 50 文字  

 

 入出庫帳インポート仕様 
順番 項目名 データ型 制限桁数 備考 

1 入出庫日 日付型 － 必須項目、例）2016/06/16 

2 商品コード 文字型 20 文字 バーコード印刷時は 5～15 文字を推奨 

3 商品名 文字型 50 文字  

4 ロット番号 文字型 30 文字  

5 入庫数 数値型 9 桁 整数 7 桁＋小数 2 桁～整数 9 桁 

6 出庫数 数値型 9 桁 整数 7 桁＋小数 2 桁～整数 9 桁 

7 仕入単価 数値型 9 桁 整数 7 桁＋小数 2 桁～整数 9 桁 

8 相手先コード 文字型 15 文字  

9 相手先名 文字型 50 文字  

10 保管場所コード 文字型 20 文字  

11 保管場所名 文字型 50 文字  

12 備考 文字型 50 文字  
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８-１ サポートサービスを利用する 

 無期限・無料サポートについて 
本製品のユーザー登録をいただきましたお客様へ、弊社サポートセンターへの電話・FAX・E メールによるお問

い合わせを無期限・無料で承ります。お問い合わせに対して回答をご案内する際に要する費用は無料で対応いた

します。ただし、電話料金などの通信費用はお客様のご負担となります。 

 

弊社サポートセンターは、本製品の操作方法に関するお問い合わせのみを受け付けております。コンピューター

本体や周辺機器などに関しては各製品のメーカーへご相談ください。また会計処理や税務処理、社会保険処理な

どに関するご質問は受け付けておりませんので、ご依頼の税理士・社会保険労務士や最寄の税務署・年金事務所

などの各専門機関へご相談ください。 

 

本製品は、ご利用のコンピューター本体およびOSなどの他社製品によって影響を受けない範囲において、サポー

トサービスの期間に制限はありません。ただし、ソフトウェアやハードウェアの環境の変遷などの弊社の責によ

らない事由によって、事実上適切なサポートサービスが提供できないと弊社が判断した場合、もしくは製品機能

に関する法律の改正やその他の外的要因により、製品をご購入時のまま利用することが事実上不可能となった場

合には、サポートサービスを終了させていただくことがあります。 

 

 サポートサービスを利用するには 
サポートサービスをご利用になるには、はじめに無料のユーザー登録を行っていただく必要があります。登録は

［ユーザー登録］アイコンから簡単に行えます。一度ユーザー登録を行えば、次から登録作業をする必要はあり

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品のユーザー登録をいただきましたお客様へ、弊社サポートセンターへの電話・ＦＡＸ・E メールによるお

問い合わせを、無期限・無料で承ります。（お問い合わせに対して回答をご案内する際に要する費用は無料で対

応いたしますが、お問い合わせに係る電話料金等の通信費用はお客様のご負担となります） 

 

 

［問い合わせ］アイコンをクリックすると、ＦＡＸやＥ

メールよるお問い合わせを簡単に行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②［ユーザー登録]アイコンを 

クリック 

①［サポート]タブをクリック 

［問い合わせ]アイコンを 

クリック 
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［アップデート］アイコンをクリックすると、更新プロ

グラムを入手できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電話問い合わせ 
専門スタッフが無期限・無料で電話対応いたします。 

サポートセンター電話番号 ： ０３－３３５２－６２４１ 

  受付時間 ： 月曜日～金曜日 １０：００～１２：００，１３：３０～１６：３０ 

             （土曜、日曜、祝日、および弊社休業日を除く） 

 

 ＦＡＸ問い合わせ 
早朝や深夜、土・日・祝祭日でも、ＦＡＸでのお問い合わせを年中無休で 24 時間受け付けております。回答は

翌営業日以内にご案内いたします。 

  サポートセンターＦＡＸ番号 ： ０３－５３６２－７８６０ 

  郵送の場合 ： 〒160-0004 東京都新宿区四谷 4-11 日新ビル 

               株式会社ＢＳＬシステム研究所 サポートセンター 

 

 Ｅメール問い合わせ 
手軽で敏速に問い合わせたい方は、Ｅメールによるお問い合わせをご利用いただけます。弊社のウェブサイトか

ら入力フォーム形式で年中無休、24 時間お問い合わせを受け付けております。回答は翌営業日以内にご案内い

たします。Ｅメールでのお問い合わせの場合は、折り返し弊社からのご案内もメールで返信いたしますので、操

作資料として保存してご活用いただけます。 

 

 

 

 挫折買取サービスについて 
本製品は、弊社のサポートサービスをお受けいただいた上でも操作面で挫折され運用できなかった場合、製品の

ご購入日より 1 年以内に限り、お客様からの挫折情報の買取サービスを行います。弊社のサポートをお受けいた

だいたにもかかわらず、操作困難のため運用が不可能と弊社サポートセンターで判断させていただいた場合、弊

社からお送りする「挫折内容連絡書」にご記入の上、ご購入の証明書類（領収証など）のコピーおよび製品パッ

ケージ内容一式を、弊社までお送りいただきます。（販売店では受け付けておりません） 

 

その連絡書から得られた情報は、弊社がさらに挫折しないソフトを開発する上での貴重な参考資料とさせていた

だくと共に、お客様には情報提供感謝料として当該製品のご購入時の金額をお支払いいたします。（ご購入時に

当該製品に対して実際お支払いいただいた金額から、消費税および支払手数料を引いた金額をお支払いいたしま

す） 

 

なお本サービスの適用は、ソフトウェアの操作面で挫折され本製品の提供する機能を利用できず、運用できな

かった場合に限ります。お客様の期待した機能の不足や製品への不満足、お客様の希望する業務手順との不適合、

経理・簿記などの業務知識の不足による運用困難、コンピューター本体や周辺機器との不適合による運用困難の

場合、およびお客様のご都合による運用中止や返品は、対象外とさせていただきます。 

 

 

［アップデート]アイコンを 

クリック 
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８-２ 索引 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■あ行 

相手先 

～を削除する          157 

～を登録する        59,154 

相手先台帳 

～から相手先を削除する     157 

～に新規相手先を登録する    154 

～の管理            154 

～をインポートする       180 

～をエクスポートする      187 

～を有効にする         167 

以前のバージョンからデータを移行する 28 

印刷 

PDF を出力する         146 

印刷位置を調整する       144 

印刷範囲を変更する     51,140 

印刷プレビューを操作する    141 

印刷余白を調整する       143 

棚卸カウントリストの印刷設定   95 

バーコード印刷の印刷設定     99 

インポート 

インポートファイルの仕様    189 

設定を保存する         185 

台帳をインポートする      180 

棚卸を外部データで行う      96 

テンプレートファイルの出力   185 

入出庫帳をインポートする    180 

エクスポート 

台帳をエクスポートする     187 

入出庫帳をエクスポートする   187 

お知らせ機能の設定をする      174 

 

■か行 

外部データへエクスポートする    187 

外部データをインポートする     180 

過去の古いデータを分離する     169 

画面レイアウトを変更する       51 

カレンダーを使用する         63 

金額管理を有効にする        167 

クラウドストレージに 

データを保存する       177 

検索 

～の条件を設定する        55 

～を行う             54 

 

■さ行 

在庫管理 

移動を入力する          84 

在庫切れ警告を設定する   124,172 

在庫数の推移グラフを確認する  117 

在庫数を確認する         66 

集計表で分析する         46 

出庫を入力する          74 

単価の訂正をする        103 

単品分析を行う         117 

入庫を入力する         68 

入出庫の履歴を確認する   105,122 

入出庫を入力する         79 

廃棄を入力する          89 

発注計画書を作成する      126 

発注点を設定する      125,149 

サポートサービスを利用する     192 

自社の情報を設定する        167 

集計表 

～の種類             46 

～を表示する           45 

商品 

～の移動を入力する        84 

～の在庫数を確認する       66 

～の在庫の推移をグラフで確認する 117 

～の出庫を入力する        74 

～の単品分析を行う       117 

～の入庫と出庫を入力する     79 

～の入庫を入力する        68 

～の入出庫履歴を確認する    122 

～の廃棄を入力する        89 

～を検索する           54 

～を登録する        60,148 

商品台帳 

～から商品を削除する      151 

商品の並び順を変更する     151 

～に新規商品を登録する     148 

～の管理            148 

～をインポートする       180 

～をエクスポートする      187 

～を編集する          150 

初期在庫を入力する          25 

シリアルナンバーを入力する      15 

新規のデータファイルの作成 

以前のバージョンからデータを移行する 28 

下位製品からデータを移行する   28 

新規に作成する          21 

随時マスタ登録 

～で相手先を登録する       59 

～で商品を登録する        60 

～で保管場所を登録する      60 

～を設定する          173 

製品をセットアップする        11 

 

■た行 

台帳 

相手先台帳           154 



195 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商品台帳            148 

商品分類台帳          152 

単位台帳            153 

保管場所台帳          158 

～のテンプレートを出力する   185 

～をインポートする       180 

～をエクスポートする      187 

タグ 

～の一覧を表示する       162 

～を商品に設定する       120 

～を台帳から削除する      164 

～を有効にする         167 

棚卸 

～でバーコードリーダーを使う   99 

～を行う             94 

～を外部データで行う       96 

棚卸カウントリストを印刷する   95 

バーコードを印刷する       99 

データファイル 

～を切り替える          38 

～を操作する          168 

～をバックアップする       39 

～を復元する           35 

～を分離する          169 

電卓を使用する            62 

伝票 

移動伝票を作成する        84 

出庫伝票を作成する        74 

入庫伝票を作成する        68 

入出庫伝票を作成する       79 

廃棄伝票を作成する        89 

発注計画書を作成する      126 

～を一覧で確認する       111 

～を印刷する          139 

～を編集する           72 

伝票一覧 

～から伝票の明細を表示する   111 

～から伝票を削除する      116 

～で伝票を複製する       115 

～を表示する          111 

導入時に商品の在庫数を入力する    25 

 

■な行 

入出庫帳 

明細行の編集機能        108 

～を表示する          105 

年間保守サービスを申し込む     197 

 

■は行 

パスワード 

～を解除する         171 

～を設定する         171 

～を変更する         171 

バックアップしたデータを復元する 35,168 

発注計画 

発注計画書から入庫の入力をする 135 

発注計画書を一覧で確認する   138 

発注計画書を作成する      126 

発注計画書を自動作成する    128 

～を有効にする         167 

プログラムの更新を行う        64 

保管場所台帳 

～から保管場所を削除する    160 

～に保管場所を登録する     158 

～の管理            158 

保管場所の並び順を変更する   160 

～を有効にする         167 

 

■ま行 

明細行 

～を入れ替える         109 

～を削除する          109 

～を新規行に移動する      108 

～を挿入する          108 

～を複製する          108 

メインメニューを操作する       42 

メニューバーの操作          50 

 

■や行 

ユーザー登録を行う          17 

 

■ら行 

ロット管理 

在庫数を入力する         26 

～を有効にする         167 
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受付ＦＡＸ番号 ０３－３３５２－６１０８ 

年間保守サービス 申込用紙 
 

 
下記の必要事項をご記入の上、弊社までＦＡＸまたは郵便にてお送りください。 
折り返し、お申し込み内容を記載した「注文請書」を、ＦＡＸにてお送りいたします。 
振込の場合は「注文請書」をご確認の上、代金をお支払ください。 
お申し込みの際には、事前に製品のユーザー登録が必要です。 
年間保守サービスのお申し込みは、本製品の発売終了と同時に終了させていただきます。 
 
料金： １年間 

「在庫らくだプロ７.５」 12,000 円＋税 

※料金は 2016 年 6 月現在のものです。予告無く料金を変更する場合があります。 
 
 年間保守サービス特典 

1. 法改正等への「対応版プログラム」がリリースされた場合、無償でダウンロード提供いたします。 

2. 「対応版プログラム」の CD-ROM を、無償でご提供いたします。 

3. 機能改良等の「アップデートプログラム」がリリースされた場合、無償でダウンロード提供いたします。 

4. 「アップデートプログラム」の CD-ROM を、期間中１回に限り無償でご提供いたします。 

5. バージョンアップ製品がリリースされた場合、無償でご提供いたします。 

6. 操作マニュアルを破損・紛失した場合、期間中１回に限り無償でご提供いたします。 

7. CD-ROM を破損・紛失した場合、期間中１回に限り無償でご提供いたします。 

8. 2 年以上継続の場合、2 年目以降の保守サービス料金を割引いたします。 

※特典 4,6,7 の各項につきましては、お客様からのお申し込みによりご提供いたします。 

 
 
 
●氏名・お届け先 

申込日付            年     月     日 

申込対象製品 □ 在庫らくだプロ７.５ 

シリアルナンバー 
※マニュアルの裏表紙、もしくはメインメニュー左上の［ヘルプ］→［バージョン情報］に 

表示される番号を必ずご記入ください。 

（フリガナ） 

氏名： 
※法人でお申し込みの場合はご担当者の 

氏名と部署名をご記入ください。 

（フリガナ） 

会社名： 
※屋号の無い個人事業者の 

場合は不要です。 

住所： 
〒 

 

電話番号：  ＦＡＸ番号：  

 
●お支払方法 （ご希望のお支払方法の□にチェックをつけてください） 

□銀行振込 

  または郵便振込 

※入金確認後に手続きをいたします。振込手数料はご負担ください。 

※振込先口座は、弊社よりお送りする「申込請書」をご覧ください。 

□クレジットカード □JCB  □ＤＣ  □ＶＩＳＡ  □ＭＡＳＴＥＲ  □ＡＭＥＸ  □Ｏｒｉｃｏ 

カード番号：                         有効期限：     年   月 

 

カード名義：                   御署名 

□請求書送付希望  （請求書の送付を希望される方はチェックをご記入ください） 
 

受付ＦＡＸ番号 ０３－３３５２－６１０８ 

YSP160616 ※この用紙はコピーしてお使いください。 
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受付ＦＡＸ番号 ０３－５３６２－７８６０ 
 

［［［［［［［［［［［［ らくだシリーズに関する問い合わせ用紙 ］］］］］］］］］］］］］ 
 

お問い合わせ日付        年    月    日 

製品名 □ 在庫らくだプロ７.５ 

バージョン番号 Ｖｅｒ．        Ｒｅｖ． 
（メインメニュー右の「らくだ」の絵の下の番号をご記入ください） 

 

シリアルナンバー 

 
 

（マニュアルの裏表紙、もしくはメインメニュー左上の［ヘルプ］→［バージョン情報］に 

表示される番号を必ずご記入ください） 

お名前（会社名）  

電話番号  

ＦＡＸ番号  

ご使用のパソコン  

ご使用のＯＳ 
□Windows 10  □Windows ８.１  □Windows 7   

□Windows Vista 

ご使用のプリンター  

お問い合わせ種類 □不具合発生  □操作方法  □その他 

お問い合わせ内容 

 

具体的に 

ご記入ください。 

 

 

受付処理欄： 

受付 No.  
 

担当  

 

受付ＦＡＸ番号 ０３－５３６２－７８６０ 

※この用紙はコピーしてお使いください。 



 

３つの信頼 BSL の「安心保証」 

 
 
弊社では「使いこなせる業務ソフト」をキャッチフレーズに、初めて業務ソフトをご利用になるお客様でも確
実に使いこなしていただけるよう、さまざまなサポートサービスをご用意しております。 
 
①「無期限・無料サポート」で気軽に問い合わせ!! 

操作上の疑問があるときには、電話・ＦＡＸ・Ｅメールでいつでもお気軽にお問い合わせ下さい。 
専門スタッフが、分かりやすく丁寧にご説明いたします。いつでも何度でもお問い合わせいただけます。 

 
②「挫折買取サービス」で使いこなせるお約束!!  

弊社では「挫折撲滅!!」を目標として掲げ、どなたにも確実に使いこなしていただけるよう努めております。
もしサポートサービスをお受け頂いたにもかかわらず操作面で挫折され、運用困難と弊社にて判断した場合、
買取サービスをいたします。 

 
③「災害支援サービス」でもしもの時にも安心!!  

万が一、火災や自然災害に遭ってしまったら、そんな時もお客様の事業継続を支援いたします。 
被災した場合に、製品のＣＤ-ＲＯＭやマニュアルなど、運用に必要な媒体を無償でご提供いたします。 

 

 

①無期限・無料サポートサービスについて 
弊社製品のユーザー登録を頂きましたお
客様へ、弊社サポートセンターへの電話・
FAX・Eメールによるお問い合わせを、無期
限・無料で承ります。お問い合わせに対し
て回答をご案内する際に要する費用は無
料で対応いたしますが、お問い合わせに
係る電話料金等の通信費用はお客様のご
負担となります。 
弊社サポートセンターは製品の操作方法
に関するお問い合わせのみを受け付けて
おります。コンピュータ本体や周辺機器等
に関しては各製品のメーカーへご相談下さ
い。また会計処理や税務処理、社会保険
処理等に関するご質問は受け付けており
ませんので、ご依頼の税理士・社会保険労
務士や最寄りの税務署・年金事務所など
の各専門機関へご相談下さい。 
弊社製品は、ご利用のコンピュータ本体お
よび OS 等の他社製品によって影響を受け
ない範囲において、サポートサービスの期
間に制限はありません。但しソフトウェアや
ハードウェア環境の変遷などの弊社の責に
よらない事由によって、事実上適切なサ
ポートサービスが提供できないと弊社が判
断した場合、もしくは製品機能に関連する
法律の改正やその他の外的要因により、
製品をご購入時のまま利用することが事実
上不可能となった場合には、サポートサー
ビスを終了させていただくことがあります。 
 
 

②挫折買取サービスについて 
弊社製品は、弊社のサポートサービスをお
受け頂いた上でも操作面で挫折され運用
できなかった場合、製品のご購入日より 1
年以内に限り、お客様からの挫折情報の買
取サービスを行います。 
弊社のサポートをお受け頂いたにもかかわ
らず、操作困難のため運用が不可能と弊社
サポートセンターで判断させていただいた
場合、弊社からお送りする「挫折内容連絡
書」にご記入のうえ、ご購入の証明書類（領
収証等）のコピーおよび製品パッケージ内
容一式を、弊社までお送りいただきます。
（販売店では受け付けておりません）その連
絡書から得られた情報は、弊社がさらに挫
折しないソフトを開発する上での貴重な参
考資料とさせていただくと共に、お客様へ
は情報提供感謝料として当該製品のご購
入時の金額をお支払いいたします。（ご購
入時に当該製品に対して実際にお支払い
頂いた金額から、支払手数料を引いた金額
をお支払いいたします） 
なお本サービスの適用は、ソフトウェアの操
作面で挫折され本製品の提供する機能を
利用できず、運用できなかった場合に限り
ます。お客様の期待した機能の不足や製
品への不満足、お客様の希望する業務手
順との不適合、経理・簿記等の業務知識の
不足による運用困難、コンピュータ本体や
周辺機器との不適合による運用困難の場
合、およびお客様のご都合による運用中止
や返品は、対象外とさせていただきます。 

③災害支援サービスについて 
弊社製品のユーザー登録を頂きましたお客
様へ、地震・風水害等の自然災害や火災に
よる罹災、盗難被害（以下「被災」）により製
品が使用不能となった場合に、製品の媒体
を無償でご提供いたします。 
本サービスを依頼されるお客様は、被災した
日より 3 ヵ月以内に弊社までご連絡いただき、
「罹災証明書」「盗難届受理証明書」等をご
提示ください。被災状況の確認後、必要な
媒体をご指定の住所へ無償でお送りいたし
ます。 
本サービスは、ご使用の製品の発売期間中、
および弊社規定による媒体保有期間中に限
ります。媒体保有期間の終了後については、
後継製品が発売されている場合は、ご希望
により後継製品を無償でご提供いたします。 
本サービスによる対応は、使用不能となった
製品の媒体（CD-ROM、マニュアル）の提供
に限ります。コンピュータ本体や周辺機器等
の復旧、データの復旧、サプライ用品等につ
いては対象外です。 
本サービスの適用は、ユーザー登録の登録
住所地において、登録者本人が被災された
場合に限ります。被災時点でユーザー登録
が行われていない場合、登録住所地以外で
被災した場合、紛失、破損、破棄などの理由
により使用不能となった場合、等については
対象外とさせていただきます。 
 

 
 
 
 

在庫らくだプロ７.５ 操作マニュアル 

発行：株式会社ＢＳＬシステム研究所 

〒160-0004 東京都新宿区四谷 4-11 日新ビル 
Microsoft,MS,Windows,Microsoft Access は米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

その他、本書に掲載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

本書の著作権は、株式会社ＢＳＬシステム研究所にあります。 

本書は著作権法によって、著作権等の権利が保護されている著作物です。 

本書の全部または一部を、無断で転載、複写機などによる複写複製、電子装置へ入力することは禁止されています。 

記載されている製品画像および内容の一部には開発段階のものが含まれています。 

本書の内容と製品の仕様が異なる場合には、製品の仕様が優先されます。 

サンプルとして記載されているデータはすべて架空のものです。 
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在庫らくだプロ7.5 シリアルナンバー

この番号は製品を使用する際に必要です。また、ユーザー登録や
サポートサービスにも必要となりますので大切に保管してください。重要 シリアルナンバーの再発行は有料となります。

※サポートセンターではソフトの操作方法に関するお問い合わせのみを受け付けております。
　会計処理や税務処理、社会保険処理等に関するご質問は、ご依頼の税理士・社会保険
　労務士や最寄りの税務署・年金事務所などの各専門機関へご相談下さい。

ＢＳＬユーザーサポートセンター
 TEL:   03-3352-6241
 FAX:   03-5362-7860
 URL:   http://www.bsl-jp.com
 E-mail: rakuda@bsl-jp.com

 月曜日～金曜日 10:00～12:00 / 13:30～16:30
 土・日・祝祭日を除く(FAX・E-mailは翌営業日以内に回答をご案内いたします)

使いこなせる業務ソフト

電話番号やＦＡＸ番号
メールアドレス等は、
お間違いの無いように
ご注意ください。


